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私立大学 1

2. 教　育1. 学　生

（注1 ） � 「修士課程」の学生数には、修士課程及び博士前期課程（医歯学、薬学（修業年限4年）、 
獣医学関係以外の一貫制課程の1・2 年次の課程を含む）の学生数が含まれる

（注２）割合については、値を四捨五入しているため、各区分の合計が100％にならない場合がある
（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成

（注）割合については、値を四捨五入しているため、各区分の合計が100％にならない場合がある
（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成

（注１）「修士課程」、「博士課程」、「専門職学位課程」の学生数の合計
（注２）「修士課程」の学生数には、修士課程及び博士前期課程（医歯学、薬学（修業年限4年）、
　　　獣医学関係以外の一貫制課程の1・2年次の課程を含む）の学生数が含まれる

（注3 ）割合については、値を四捨五入しているため、各区分の合計が100％にならない場合がある
（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成

（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成

（注）ここでは、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県を
　　　「三大都市圏」とする

（出典）文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成

（注）2023年4月1日現在
（出典）文部科学省公表資料より国立大学協会事務局作成

1-1　課程別学生数

1-3　分野別学生比率

1-4　国立大学における学生の男女比率

1-2　地域別学生数（学部生+大学院生）
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修士課程 博士課程 専門職学位課程

29,203
30,340

21,804

29,868

（出典）�文部科学省「学校基本調査」（令和4年度）より 国立大学協会
事務局作成 

（出典）文部科学省「学術情報基盤実態調査」（令和4年度）及び
　　　「学校基本調査」（令和4年度）より国立大学協会事務局作成 （出典）�文部科学省「学校基本調査」（各年度）より国立大学協会事務局作成

2-2　学生100人当たりの
教員数

2-3　学生1人当たりの
蔵書冊数

2-4　国立大学大学院における
社会人学生数

2-1　教育関係共同利用拠点

◎拠点の種類

留学生日本語教育センター 2拠点

大学の職員の組織的な研修等の実施機関 12拠点

練習船 8拠点

演習林等 9拠点

農場 8拠点

臨海・臨湖実験所 14拠点

水産実験所 4拠点

教育関係共同利用拠点のほとんどを国立大学が占めており、多様な分野における大学教育発展のための全国的
拠点としての役割を担う（2-1）とともに、質が高く充実した教育環境を整備し（2-2〜2-3）、リカレント教育の充
実により社会人の能力向上を図っている（2-4、2-5）。

修士課程の約 60%、博士課程の約 70％が国立大学の学生であり（1-1）、分野別にみても多様な分野で高
度な大学教育を提供している（1-3）。また、国立大学の全学生数のうち約 65％は三大都市圏以外の学生
であり、地域における人材育成も担っている（1-2）。
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2-5　職業実践力育成プログラム（BP）国立大学認定課程数

（注1 ）�テーマについて、令和３年度認定課程より、これまでの「女性活躍」「地方創生」「中小企業」に加え、「DX」
「環境保全」「就労支援」「医療・介護」「ビジネス等」「起業」「防災・危機管理」を追加（令和２年度までの
テーマ「非正規（非正規労働者のキャリアアップ）」は、「就労支援」に変更）

（注2）�令和２年度以前の認定課程について、（注1）�の追加テーマへの該当は、大学等からの申告に基づいて記載している
（出典）文部科学省「職業実践力育成プログラム（ BP ）」認定課程一覧より国立大学協会事務局作成

テーマ別課程数の推移課程数の推移

03 0403 04

社会に開かれ、生涯にわたり質の高い高等教育を提供多様な分野の人材を地域で育成


